





















2 研究方法調査期間：平成 25 年 9 月～平成 26 年 1 月対象：当院で










































































































気づき、受診を勧めたが、A 氏は受け入れず、退院 2 週間後に受診時
には褥瘡が悪化していた。
【考察】入院時から自宅退院を目指して、自宅での状況を想定しなが
ら支援をすることができた。褥瘡に対する栄養改善や皮膚ケアなど集
約的介入により改善を見た。しかし、退院後に早期に受診しなかった
ことについては、息子のみでなく、本人の理解を深める関わりが必要
であった。
